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要約＝乳児院に入所した児のうち、望まない妊娠で生まれたと考えられる児の処遇の現状と、児および親の特徴、

背景等を明らふにするために、 4カ所の乳児院の入所児を対象に調査を行った。望まない娃娠によって出生したか

εうかは直接確認することはできないために、入所理由から推定した。すなわち・入所理由が「遺棄」「虐待」

「養育拒否」であったものを「望まない妊娠群」 （19名〉・「未婚」であったものを「母未婚群」（20名）とし・

「母親の病気」「次子出産」の場合を「コントロール群」（19名〉とした。それぞれの乳児院において・平成7年

12月末からきかのぽ為形宅20名ずつ選んだ。その他の入所理由による児もいるために、今回の分析は計58名を対象

とした。「望まない妊娠群」「母未婚群」と「血ント白一ル群」との間には・入噺年齢・退所年齢・在院期間・退

所先等に大きな差が認められた。乳児院での処遇においては、家庭引き取りの可能性の見極めと、家摩引き取りに

向けての援助などケースワーカーによる積極的な対応が求められることを指摘した。
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1　目　的 皿　結果および考察

　平成6年度全国乳児院入所状況実態調査Dによれ

ば、平成7年4月1日現在、乳児院は116施設あり、
約3000名の乳児が入所した。 しかし、そ の入所理由は

時代とともに大きくかわってきた2》。平成6年度の入

所理由をみると、「母の疾病」　（精神障害を除く）が

29，6％ともっとも多く、次いで「母未婚」12．4％、

　「母の精神障害∫10．4％、「父母の家出」9．1％、

「次の子どもの出産」8．5％、「離婚・別居」8．4％な

どが主なものとなっていた。ここで注目すべきこと

は、r遺棄」やr親の死亡」による入所が少ないこと

である。つまり、現在の乳児院には、親のいない、あ

るいは親爾分期らない子どもは少なく、親の～、る子ど

もがほとんどであり、家庭へ引き取られることが多

い・しかし・入所理由からも分かるように、その親は
未婚で生活が不安定であっ一 り、育児に不安をもって

いたりするごとが多く、親への援助が重要性を増して

きている。他方・数は多くないにしろ・「遺棄」「虐

待」　「養育拒否」などにより、在院期間が長期化した

り、親への対応が困難な事例もある。

　本研究は、乳児院に入筋した児のうち、処遇の困難

な事例の特徴と経過、関連する要因等を検討すること

を目的とするものである。とくに、遺棄や虐待には

「望まない妊娠」が関係していると考えられるので、

これらの児を中心に検討する。望まない妊娠によって

出生したかどうかは、直接確認することはできないた

めに・ここでは入所理由から推定した。すなわち、入

・所理由が「遺棄」「虐待」「養育拒否」であったもの

を「望まない妊娠群」、「未婚」であったものを「母

未婚群」とし、「母親の病気」「次の子どもの出産」・

の場合を「コントロール群」とした。

皿　対象および方法

　東京都（2ヵ所〉、島根県、蕪本県の計4カ所の乳

児院において～平成7年12月末からさかのぼる形で、

それぞれ20名ずつ選んだ。入筋理由が「遺棄」「虐

待」　「養育拒否」の場合を「望まない妊娠群」　（19

名〉、「未婚」であったものを「母未婚群」（20
名〉、「母の疾病」 ど「次の子どもの出産」の場合を

「コントロ｝ル群」（19名〉とした。調査票を作成

し、入所理由、入所年齢、 退所年齢、在所期間、退所
先、母親の年齢、．父母の状況等にっい七調べた。

　1　施設による特徴

　調査票による調査を行ったが、望まない妊娠群、母

未婚群・コントロール群とも、施設によるちがいが認

められるようであった。すなわち、虐待や遺棄が多い

施設と、未婚が多い施設とがあった。コントロール群

についても、母親の疾病が多いところと、次子出産に

よる短期入所が多いところとがあった。したがって・

今後、もっと例数を多くして検討する必要があろう。

2　入所年齢・退所年齢・在院期間にっいて

入所年齢（表1〉は、望まない妊娠群では、0カ月

（3L6％〉孝1歳台（26。3％〉にピークがあるgこの、

うち、「養育拒否」は0ヵ月（7例中5例〉が多く、
r虐待」は入所暢の幅がひろいが、その申では11歳

台（10例中5例〉が比韓的多かった。r遺棄」は例数

が少ないが1カ月と3ヵ月であった。母未婚群では0
力耳が多く、 6ヵ月未満が90％を占めていた。これに

対して・コントロール群で‘よ■歳台をピークとする

分布になっていた。とくに「次子出産」は1歳台がほ

とんどで・「母の病気」の場合はもっと幅のひろい分

布であった。

　退所年齢（表2〉は、望まない妊娠群では、2歳台

にピークがあり、3歳以上も少なくなく、2歳以上ぞ

3／4以上となっていた。未婚群ではもっと幅のひろ

い分布となっていた6コントロール群では1歳台がピ

ークであり 、これと2歳台で約80％となっていた。

　在院期間（表3〉をみると、望まない妊娠群では1

年台と2年台にピークがあった。母未婚群では2年台

がもっとも多いが、在院期間は幅広く分布していた。

これらに対してコントロール群では0カ月がもっとも

多く、3カ月未満に約3／4が退所していた。

　これらの結果から、．望まない妊娠群では「養育拒

否」およぴ「遺棄」は出産後間もない時期に、・「虐．

待」は1歳台に入所するが、在院期間は長いことが多、

ヤ・。母未婚群では出産後間もない時期に入所す多こと

が多いが、在院期間には大きな幅がある。おそぢぐと

れは退院先との関係がある充ろうも コシトロール群は

入所年齢は1歳台を中心に幅はあるが、在院期間が短『

いことが特徴といえる。　　　　F　「　　一

　3　退所先にっいて

退所先については（表4〉、、望まない妊娠群では、

自宅引き取りが約1／3あるが、 もっとも多いのは養
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表1　入所年齢

庄司他：乳児院入所児の入所理由と経過

　　　　　　　表2退商年齢

望まない母輝群コ踏ロール
妊娠群．　　　　　群

望まない　母未婚群

妊娠群

コントロール

　　群
OM

1～2M
3ん5M
6～玉1M

lY～1Yl1M
2Y～2Yl1M
3Y～

31．6％　65．0％　　5．3％
』10』5　10．0　　0．0
10．5　　15。0　　　0．0

　5．3　　　5．0　　26．3
26．3　　　0．0　　57．9
10．5　　　5．0　　10．5
　5。3　　　　0．0　　　　0．0

OM　　　　　　O．0％
1～2逝　　　　0，0
3～5砿　　　　　 0，0　

6～11M　　　　　5。3

1Y～1Yl1M　 15．＄

2Y～2’Yl1M　47．4
3Y～　　　　31．6

0。0％

　5．O

i5．0
15．0
20．0
25・0
20．0

　0．0％

　0．0

　5＝3

15．8
47．4
31．6
　0．0

　ア、・Mは年齢・月齢を表レている

表3在院期間 表4　退所先

o南

1～2M
3ん5M
6i僧1耳M

辞～1Yl1M．

2Y～2Yl1M
3Y～

望まない　母未婚群　コントロール

妊娠群　　　　　　　群、

望まない

妊娠群、

母未婚群．コントロール

　　　　　　群

　0，0％　　0，0％　47，4％
主0．与　15．0 26．3
　与，3　15．0　．1 5．8

10，5　　15，0　　　5，3
お6．8、 20．0　・5．3

31・6 3．0・0　0』0
　5，3　　　　5．0　　　　 0．0　

自宅引き取り 3L6％20・0％94・7％
親族引き取り　　5．3

鰍猟　』エ5，8
養子縁組　　　010
養護施設　　36．8
その他の施設 10。5

10．0　　0．0
40，0　0，0
　5．0　　0．0

20．0　　5．3

　5．0 　0．0

距 騨年 ・ 月毒している

．表5出麟の母親の韓

望まない母未婚群コントロール

妊娠群　　　　　　群

、を
σん24歳47． 4

25～29歳　 10．5
3qlγ34歳 5β

曳a毎β9麟　0・0
4ρ歳～ 15．8
不明 　　　　』0．0。

～19歳　21．1％35．0％　 0．0％

20，0　　15。8

20。0 　31．6

10．◆0　15。8
10．0　　15．8

5，q10。5

　0，．0　 10．5
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護施設であり（36．8％〉、里親も15．8％あった。 「その

他の施設」とは障害児施設である。母未婚群では里親

委託がもっとも多く、次いで自宅引き取りと養護施設

であった。コントロール群では、自宅引き取りがほど

んどであった（19例中18例、94．7％〉。

　望まない妊娠群で注目しなければならないのは、自

宅引き取りとなった6例のうち・．1例は自宅で虐待を

受け、死亡し、またもう1例はのちに養護施設へ入所

していることであお。母未婚群でも 自宅引き取りある

いは親族引き取りとなった6例のうち2例は乳児院に

再入所となっている。このように、望まない妊娠が関

係していると考えられる事例では、家庭引き取りと

なった場合にも十分なフォローが必要といえる。

　前述の在院期間と退所先をあわせて考えると・乳児
院入所児には、「母の病気」や「次の子どもの出産」

などにより一時的に利用し、自宅へ引き取られる場合
と、「養育拒否』「虐待」「母未婿」』な どにより、在

院期間が長期化しやすく、退所先も自宅ではなく、里

親委託あるいは養護施設への措置変更となることが多

いものとに両極化しているように、思われる。

　4　家族の状況一
　家族の状況については今回の調査では必ずしも十分

な資料が得られていない。

　出産時の母親の年齢については（表5〉、望まない

妊娠群では、出産時の母の年齢は若年と高年の両極端

が目立つことが大きな特微といえる。すなわち、20歳

未満が21．1％、20～24歳47．4％、40歳以上15．8％で

あった。20歳台後半および30歳台前半が少ない。母未
姑群では20歳未満がもっとも多かった。これに対し

て、コントロール群では、ちょうど逆の分布をしてい

るようにみえる。すなわち、20歳未満はいず、25～29

歳にピークがあった。望まない妊娠群や母未婚群では

心理的にも生活面でも安定していない時期での妊娠が

関係していると考えられる。なお・出産したとき高校

在学中であったものが望まない妊娠群では2名、母未

婚群では1名あった。

　このほかの要因については、母自身に知的障害や精

神障害があったり・自分の両親が離婚しているなどの

例がみられたが・家庭環境が明らかでないものも少な

くなかったoただ、母未婚群では挫的暴力による妊娠

が2例（母未婚群〉あったことは指摘しておこう。

　今回検討した3つの群についてもう一つ特徴的で
あったことは、児を入所させるときの相談者である。

コントロール群では記載のない5名を除き、14名すべ

てが母親本人を含め・父親、祖母など親族からの相談

であった。これに対して、母未婚群では不明2名を除

いた18名中14名（77，8％）、望まない妊娠群では不明2

名を除いた17名中3名（17．6％〉が母親本人を含む親

族からの相談であ6た。このように、とくに望まない

妊娠群では身近に相談相手がい苓いことがうかが孝

るo

W　まとめ

望まない妊娠をした場合に1ま、しばしば妊娠をかく

し（あるいは周囲に相談できず）、妊婦検診も受けな

いまま、緊急入院で分娩するということも少なくな

い。今回の事例でも、2例、まったく妊婦検診を受け

ず、医院に飛び込んで分娩し．たものがいた。

　このように、望まない妊娠の事例では、予期せぬ妊

娠にとまどい、不安を感じ、出産しても子ども壱受け

入れないことが多い。事実、望まない妊娠、あるいは

出産をして児童相談所へ相談にいった時点で・母親あ

るいは家族は、子どもを里子あるいは養子に出す とい

う決心をしているとすが多い。したが？て、』望まな～・

妊娠を防止することがたいせっであうとともに、妊嬢
してしまった場合には・妊娠中・あるいは出産ぞ摩科

に入院している間の対応が重要である≧考癒ら紅多。

しかし、望まない妊娠ぞあっても、授乳など実際め子

どもとのかかわりによって、母親の気持ちが変化し、

自ら育てていく決心をする事例を経験すうこξもあ

る。子どもの養育に責任をもつごとがで きるか、ある

いは養育を放棄してしまうかは、おそらく、生育の過

程で培ってきた子どもへの関心、現実の生活の安定、

妊娠の経過、周囲の理解と支え《出産後の母子のかか

わりの中で愛情が形成される』こと等によるのであろ

う。今後、事例研究が必要といえよう。』

　乳児院での処遇においては｛これらの事例において

は・家庭引き取りの可能性の見極めと・家庭引き取り

に向けての援助、および家庭引き取りができない煮き

の里親委託あるいは養子縁組への積極的な、 専門的な

対応が求められるといえよう 。そのためには・親への

専門的な援助を行うファミリーケーズワーカーの配置

が望まれる。また・望まない妊娠によって生まれた児

の場合・家庭へ引き取られても・前述のように生活上

の、あるいは児を養育する上での大きな困難をかかえ

ていることから、慎重にフォローアップしていくこと

が必要と考えられる。
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